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生涯学習推進指針の改訂について 

 

１ 本市における生涯学習推進の状況と指針の改訂について 

 

これまで、平成２８年度に生涯学習推進指針を策定し、市民の生涯学

習がより充実したものとなるよう、生涯学習関連施策の方向性を示しま

した。 

この間、この指針に基づき事業を推進してきたところですが、近年で

は、スマートフォンなどの情報端末の急速な普及や、少子高齢化社会の

進展等により、生涯学習や地域コミュニティの状況にも大きな変化がみ

られます。 

特に、子どもたちを取り巻く生活環境も大きく変化してきており、イ

ンターネット等を正しく安全に利用するために、家庭教育を支援する取

組が重要な課題となっています。 

また、新型コロナウィルス感染症等の感染拡大により、新しい生活様

式での生涯学習事業や市民団体の生涯学習活動が求められています。 

こうした状況を踏まえ、生涯学習推進指針の内容を新たな課題に対応

できるよう改訂を行い、志木市教育大綱に定める生涯学習の目的の達成

に向けた、基本的な考え方や事業推進の方向性を改めて示すものです。 

この指針の改訂にあたっては、学校教育及び社会教育の関係者、家庭

教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者からなる社

会教育委員の会議で審議するとともに、市民の意見を踏まえ、関係各課

との連携を図り、策定しています。   

また、本指針は、５年先を見据えた生涯学習の実現を目指すものであ

り、市の総合的な計画である志木市将来ビジョン（第五次総合振興計画）

との整合性を図りながら、必要に応じて見直しを図るものとします。 
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２ 本市における生涯学習推進指針の位置づけ 

 

生涯学習推進指針は、志木市教育大綱に基づき、市の生涯学習を推進

するための基本的な考え方や方向性を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生涯学習をめぐる国や県の動向 

 

生涯学習については、教育基本法第３条において、「国民一人一人が、

自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわ

たって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、

その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければな

らない」という理念が示されており、また、同法第１２条には、「個人

の要望」と並んで「社会の要請」に応える社会教育を国及び地方公共団

体が奨励しなければならないと規定されています。 

県では、平成２５年３月に、「埼玉県生涯学習推進指針」を策定し、

「学び合い、共に支える社会」を目指し、「学びを支える」「学び合いを

支える」「学びの成果の活用を支える」を柱として、生涯学習を推進し

ています。 

 

 

 

志木市教育大綱 

志木市生涯学習推進指針 

志木市将来ビジョン 

（第五次志木市総合振興計画） 

整合性 

生涯学習分野における 

各種計画の策定、事業の企画立案・実施 

 基本的な考え方 

方向性 
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４ 学びを通じたＳＤＧｓの推進 

 

志木市では、市民生活の質の向上と世界水準の都市を目指しＳＤＧｓ

（エスディージーズ）※1を推進しています。 

本指針においては、ＳＤＧｓ「目標４：質の高い教育をみんなに」、

「目標１７：パートナーシップで目標を達成しよう」に向かって、市民

がいつでも、どこでも、学ぶことができ、その成果を生かすことができ

るまちづくりを目指しています。 

 

※1 ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは、持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals)の略

称。２０１５年９月の国連サミットにおいて採択された国際目標のこと。「地球上の誰一人取り残さ

ない」ことを理念とし、１７のゴールと１６９のターゲットで構成されている。 
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第１ 現状及び課題                        

 

前回策定した指針に基づき、５年間に実施した事業をもとに、関連課

からの意見聴取を行うとともに、社会教育委員の会議での審議を踏まえ、

現状及び課題を次のとおり整理しました。 

 

現状① 

生涯学習推進指針に基づき、「いつでも、どこでも、だれでも学べる

まち」を目指すとともに、一人ひとりが学んだことをつなげ、地域づく

り、まちづくりとなるよう推進し、支援しています。 

また、新型コロナウィルス感染症等の感染防止を図るため、生涯学習

事業や市民団体の生涯学習活動に一定の制約があります。 

 

 

 

課題①－１ 

高齢化が進行する中で、生涯学習へのニーズの高まりが予想されてお

り、高齢者世代が元気にいきいきと活動を続けられるような学習の機会

づくりが必要です。 

 

課題①－２ 

子育てがしやすく、また、子どもたちが、さまざまな体験学習や異世

代との交流の中で成長していけるような学習機会の場の提供が必要で

す。 

 

課題①－３ 

生涯にわたり図書館を利用する市民を増やし、生涯読書活動を推進す

るために、市民ニーズに対応した、図書館サービスの充実が求められま

す。 

 

課題①－４ 

新型コロナウイルス感染症等の感染防止対策と生涯学習活動の両立

のため、徹底した感染防止対策の下での安全な事業展開が求められてお

り、さまざまな生涯学習事業が、「新しい生活様式」を取り入れた内容

で開催されることが必要です。 
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現状② 

「志木市子どもの健やかな成長に向け家庭教育を支援する条例（以下

「元気に育つ志木っ子条例」という。）」に基づき、家庭、学校、地域、

行政がそれぞれの責務を果たしながら、家庭教育を支援するための事業

に取り組んでいます。 

 

 

 

課題② 

近年の社会問題のひとつであるインターネットや、カードゲーム等に

起因するトラブルに、子どもたちが巻き込まれることを未然に防ぐため、

家庭教育を支援する事業展開が必要です。 

 

 

現状③ 

このまちを形成してきた人々からの贈り物であり、地域の誇りである

文化財や伝統文化・芸能の継承等に取り組んでいます。 

 

 

 

課題③ 

国指定重要有形民俗文化財である志木の田子山富士塚をはじめとす

る指定文化財等については、次代に継承するために、積極的な保存活動

と活用に取り組むことが必要です。 
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第２ 生涯学習推進指針 

１．基本指針 

本指針は、志木市教育大綱の基本方針に基づき、生涯学習を推進する

ための基本的な考え方や方向性を示すものです。 

 

基本指針１．いつでも、どこでも、だれでも学べるまちに 

 

乳幼児から高齢者まで、だれもがいつでも、どこでも、学べるまちづ

くりを目指します。 

 

基本指針２．学びをつなぐ、人をつなぐ 

 

家庭教育の支援、高齢化社会に対応した事業展開を進め、一人ひとり

が学んだことを地域づくり、まちづくりにつながるよう支援します。 

また、一人ひとりが大切にされるまちとなるような学習を支援します。 

 

基本指針３．地域の文化を未来につなげる 

 

地域の文化は、このまちを形成してきた人々からの贈り物であり、地

域の誇りであり、また、未来の市民へ手渡す宝物です。地域の文化を守

り、生かせるようにし、地域への愛着を育むよう支援します。 
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２．指針の全体像 

基本指針に基づき、分野別の個別方針を定め、本市の生涯学習事業を

推進する際の方向性を示します。 

基本指針１．いつでも、どこでも、だれでも学べるまちに                 

個別指針 1-1 さまざまな学習機会の提供  

（１） わかりやすい生涯学習情報の提供 

（２） 学習相談の充実 

（３） さまざまな活動へのきっかけづくり 

（４） 指導者情報の提供 

（５） ライフステージに応じた学習機会の提供 

（６） 「だれもがいきいきと、自分らしく生きる」人権についての 

学習の支援 

（７） 市全体で家庭教育を支援 

（８） 自主的活動への支援 

（９） 学びを広げる機会づくり 

（10）「新しい生活様式」を取り入れた事業展開 

個別指針 1-2 生涯にわたり学ぶことができる環境づくり  
 

（１） 生涯学習の拠点の充実 

（２） 学社融合施設の活用 

（３） 図書館サービスの充実 

基本指針２．学びをつなぐ、人をつなぐ                    

個別指針 2-1 学びを市民力で支えるまちづくり  

（１） 学んだ成果を生かすための支援 

（２） 家庭・学校・地域・ＮＰＯ・民間団体等が連携した学び 

基本指針３．地域の文化を未来につなげる                  

個別指針 3-1 文化を育む活動の支援  

（１） 伝統文化の次世代への継承 

（２） 芸能・芸術活動の支援 

（３） 文化財の保存・活用   
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基本指針１．いつでも、どこでも、だれでも学べるまちに            

個別指針 1-1 さまざまな学習機会の提供      

 

だれでも気軽に学び始めることができるように、さまざまな分野の情

報収集に努め、利用しやすい形で提供します。また、きめ細かく対応で

きるよう、学習相談の充実を図るとともに、市民の学習要求に対応した、

さまざまな学習機会を提供します。 

 

（１）わかりやすい生涯学習情報の提供 

 

市や教育委員会の情報だけでなく、市民の発信する情報や近隣市の情

報を収集し、わかりやすく提供します。 

 

ア 市や社会教育施設のホームページをさらに活用し、情報提供を充

実させるとともに、ＳＮＳ※2 を活用した即時的な情報提供を行

います。 

※2 SNS（Social Networking  Service）とはインターネット上でのコミュニケーションツール 

のこと。 

   

イ 必要な情報を得やすくするため、グループ・サークル情報の内容

を充実させるとともに、社会教育施設等にも情報提供の場を充実

させます。 

 

（２）学習相談の充実 

 

生涯学習について気軽に相談してもらえるよう、学習相談のＰＲを行

うとともに、相談機能の充実を図ります。また、さまざまな学習相談に

対応できるよう、各社会教育施設間の連携を図るとともに、活動を進め

ていく中でのグループやサークルからの相談にも、きめ細かく対応しま

す。  
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（３）さまざまな活動へのきっかけづくり 

 

グループ・サークルの紹介やサークル公開事業などを通じて、何かを

始めたい人が、一歩を踏み出せるようなきっかけづくりを行います。 

 

（４）指導者情報の提供 

 

新たな学習活動を始めやすいように、さまざまな資格や特技、技能を

持った個人及び団体の情報を提供します。 

また、市の職員や企業の社員等を講師として、市民団体やグループ、

学校の研修会や学習の場に派遣します。 

 

（５）ライフステージに応じた学習機会の提供 

 

それぞれのライフステージをいきいきと生きるために、さまざまな学

習の機会づくりを進めます。 

 

ア 子どもたちの学び 

少子化やライフスタイルの変化により、減少している外遊びや集

団遊びの場づくりを推進するとともに、体験学習や情操を育むこと

ができるような学習機会の場を提供します。 

また、学習習慣の定着や基礎学力の向上のための学習の場を提供   

します。 

 

イ 親としての学び    

子育ての悩みを共有できるような仲間づくりの場や、子育てに関

する知識についての学習機会の場を提供します。 

   

ウ 市民が健やかで心豊かな人生を送るための学び 

①多様化する学習要求に対応するために、グループやサークルな

ど市民の協力を得ながら、多様な学習機会の展開を行うととも

に、各種講座において大学等との連携を図ります。 

 

②年齢、体力等に応じて、スポーツ・レクリエーション活動がで

きるよう、各団体への活動支援を行うとともに、健康とスポー

ツの連携を行い、生涯にわたるスポーツ活動の推進を図ります。 
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③介護予防や認知症サポーター事業など、高齢社会に対応した学

習機会を充実します。 

 

④生涯にわたる健康づくりのための学習機会の場を充実します。 

 

エ 世代間交流による学び 

さまざまな世代が交流し合い、ともに学び合う場の提供をします。 

 

（６）「だれもがいきいきと、自分らしく生きる」人権についての学習の 

支援 

 

ア 人権意識を高め、人権を尊重する地域社会づくりのために、人権

についての学習機会の提供を行います。 

        

イ 人権についての情報提供や視聴覚教材の利用の促進を図ります。 

 

（７）市全体で家庭教育を支援 
  

子どもの健やかな成長に向け市全体で家庭教育を支援するため、全

国に先駆けて制定した「元気に育つ志木っ子条例」に基づき、インタ

ーネットやトレーディングカード等に起因する問題を相談する窓口の

充実や講演会の実施を推進します。 

 

（８）自主的活動への支援 

 

生涯学習ニーズの多様化が進み、市民の学習活動も多様化しており、

加えて、さまざまな場面で市民力が発揮されています。こうした状況を

踏まえ、自主的な活動を支援します。 

 

ア 市民のアイディアを生かし、市民ニーズを実現する講座を推進し

ます。 

 

イ 社会教育関係団体への補助を通して、自主的な学習を支援します。

また、グループ・サークルの活動が活性化するよう必要な支援を

行います。 
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（９）学びを広げる機会づくり 

 

ひとつの学習活動から、さらに視野を広げる活動や関連した分野への

学習へとつなげられるように、学びを広げる支援をします。 

 

ア 近隣市の大学等との連携により、幅広い学習機会の場を提供しま

す。 

 

イ 一つの講座の参加をきっかけとして、さらに違った学習へのアク

セスが可能となるよう、講座・イベントの開催について関係各課

が連携を深め、学習情報の効果的な拡散に努めます。 

 

（10）「新しい生活様式」を取り入れた事業展開 

 

新型コロナウイルス感染症等の感染拡大防止策を十分講じながら、リ

モートで行われる事業の開催や、動画配信を取り入れた講座の実施など、

ＩＣＴを活用し、市民の学習ニーズに応じた事業展開に努めます。 
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個別指針 1-２ 生涯にわたり学ぶことができる環境づくり  

 

今後さらに進むと予想される人口減少や少子高齢化などに対応する

ため、利用者のニーズを把握し、利用しやすい施設の活用を図ります。 

 

（１）生涯学習の拠点の充実 
  

それぞれの施設の特性を生かしながら、現在ある施設を有効に活用し、

利用しやすい施設を目指します。 

 

（２）学社融合施設の活用 
  

生涯学習と学校教育との協力連携により、「いろは遊学館」において、

学社融合の特性を生かす事業を推進します。 

 

（３）図書館サービスの充実 

 

レファレンスサービスを生かした学習活動を支援し、学習要求に応 

える蔵書の充実を図るとともに、国立国会図書館、県立図書館等との 

資料情報のネットワークを活用してサービスの充実を図ります。 

また、パソコン等の情報機器を利用しない人に配慮した情報提供の 

他、図書館では高齢者などへの配本サービス等、情報を入手しにくい 

人に対するサービスの充実を図ります。 
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基本指針２．学びをつなぐ、人をつなぐ                    

個別指針 2-1 学びを市民力で支えるまちづくり   

 

生涯学習は、一人ひとりの人生を豊かにするとともに、よりよい社会

をつくる礎になります。個人の学びの成果を発表する機会を充実させる

とともに、学びをきっかけに人々がつながり、まちづくりに生かしてい

けるよう施策を推進します。 

また、家庭・学校・地域、さまざまな団体との連携による事業を推進

します。 

 

（１）学んだ成果を生かすための支援 

 

ア 学習成果の発表の場において、市民力による運営を推進するとも

に、さらに、幅広い層の市民が参加できるような事業の展開を図

ります。 

 

イ 市民協働による施設運営やさまざまなボランティア活動の場の

充実を図ります。 

  

ウ 市民力によるまちづくりにつなげられるよう、学習成果を生かす

ことができる機会の充実を図ります。 

 

エ 生涯学習相談窓口とも連携し、学習成果を活用したい人が活躍で 

きる場に出会えるよう、コーディネーター機能を充実させます。 

 

オ 講師や指導者として活動したい人の市民力を生かし活動できる

よう、登録制度の充実を図ります。 

 

（２）家庭・学校・地域・ＮＰＯ・民間団体等が連携した学び 
  

さまざまな団体が、その持ち味を生かして、連携した事業展開を図り

学習機会の場の提供を行います。 
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基本指針３．地域の文化を未来につなげる                  

個別指針 3-1 文化を育む活動の支援       

 

伝統芸能や文化の継承のために、伝統文化にふれることができる機会

づくりを推進し、地域の宝である文化財を保存するとともに活用した事

業を展開します。 

 

（１）伝統文化の次世代への継承 

 

ア 子どもたちが、日本の伝統文化にふれることができるよう、さま

ざまな伝統文化を体験する事業を市民とともに実施します。 

 

イ 郷土の芸能に親しむとともに継承を図れるよう、伝統芸能や郷土

に伝わる民俗芸能の発表の場を支援します。 

 

（２）芸能・芸術活動の支援 
  

芸能・芸術の発表の場や芸能・芸術にふれることができる機会づくり

を支援します。 

  

（３）文化財の保存と活用 

 

ア 文化財は、地域の歴史の証言であり、個々の価値だけでなく、地

域の文化や暮らしに関連があります。文化財に関連した講座や文

化活動を支援します。また、まちの宝である文化財を将来にわた

って確実に継承するために、保存環境や体制の整備を推進します。 

 

イ 指定文化財そのものを学ぶだけでなく、文化財を通してまちの歴

史や文化を見直し、また、まちの宝として発信し、活用する事業

を行います。 

    

ウ 郷土資料館・埋蔵文化財保管センターの収蔵資料を活用して、学

校教育への協力や文化財への理解のための事業を推進します。 


